
公開します。みんなの賛成と反対
結

果

議　員　名

案　件

大
山

隆
之

中
村

恵
輔

山
本

祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元

敏
徳

佐
伯

美
保

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村

晶
代

尾
島

武
弘

豆
田

優
子

戸
田

進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村

清
隆

髙
山

賢
二

可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正（人事院勧告に伴う改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正（国家公務員に準拠する改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○
可決 市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例を改正（国家公務員に準拠する改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 宗像地区事務組合規約を変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 部設置条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不採択 福間南小学校の教育環境整備を求める請願 ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ●
可決 手数料条例及び印鑑条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 神興東小学校学童保育所・上西郷小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 農地災害復旧事業分担金徴収条例を制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 自転車等駐車場・自動車駐車場の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
採択 在自土石流危険区域の被害軽減に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正（議会広報調査特別委員長の報酬を委員長の額とする改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
௠৘ อ ঢ͞Μٱձ　ձ長　大ڠඋ඼ࡐڭʗҰൠࣾஂ๏ਓ　೔ຊ͍ئըతͳ੔උਪਐʹ͍ͭͯͷ͓ܭඋ඼ͷࡐڭߍֶ˗

��݄ఆྫ会

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議・
審査の内容を報告します。

議案審議

12月
定例会

【
一
般
会
計
】

４
億
１
７
７
１
万
円
を
追
加
し

総
額
３
１
７
億
９
８
８
７
万
円
と

な
っ
た
。

主
な
内
容
と
質
疑

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

令
和
８
年
度
に
特
別
支
援
学
級

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
福
間
小
学

校
、
福
間
南
小
学
校
、
津
屋
崎
小

学
校
の
改
修
工
事
費
用１

１
１
０
万
円

中
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

令
和
８
年
度
に
通
常
学
級
、
特

別
支
援
学
級
の
増
加
が
見
込
ま
れ

部
設
置
条
例
を
改
正

限
ら
れ
た
人
員
の
中
、
部
経
営

の
観
点
か
ら
機
動
的
人
員
配
置
が

可
能
と
な
る
よ
う
機
構
の
一
部
を

見
直
す
。

　
　

市
民
共
働
部
の
廃
止
で
、
自

治
会
加
入
率
の
低
下
や
災
害
時
の

対
応
な
ど
、
地
域
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
支
障
は
生
じ
な
い
か
。

　
　

自
治
会
加
入
促
進
や
災
害
対

応
の
強
化
等
を
目
的
に
、
市
民
生

活
部
及
び
経
済
産
業
部
へ
編
成
し
、

効
果
的
か
つ
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

市
民
等
へ
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
、
案
内
が
適
切
に

行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
を
改

正
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

に
よ
り
、
住
登
外
者
の
宛
名
番
号

を
一
元
的
に
管
理
す
る
。

　
　

宛
名
番
号
を
一
括
で
管
理
す

る
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
の
漏
洩

等
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
対
策
は
。

　
　

宛
名
番
号
は
庁
内
で
付
番
す

る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情

長
・
教
育
長
等
）の
手
当
等
を
含
む

費
用

７
０
７
３
万
円

　
　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
報

酬
ア
ッ
プ
が
含
ま
れ
た
補
正
で
議

員
手
当
が
マ
イ
ナ
ス
、
特
別
職
手

当
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
理
由
は
。

　
　

現
在
、
議
員
は
欠
員
が
１
人

で
あ
る
こ
と
、
新
市
長
の
在
職
期

間
が
短
い
こ
と
で
、期
末
手
当
ア
ッ

プ
分
を
含
め
て
も
、
特
別
職
分
は

当
初
予
算
か
ら
減
額
と
な
る
。

（
歳
入
）

農
地
災
害
復
旧
事
業
分
担
金

新
た
に
農
地
災
害
復
旧
工
事
費

の
計
上
に
伴
い
、
受
益
者
負
担
分

を
計
上

１
３
０
７
万
円

　
　
総
事
業
費
や
補
助
率
等
は
。

　
　

設
計
費
３
３
９
６
万
円
、
工

事
費
５
３
２
２
万
円
、
そ
の
う
ち

国
県
か
ら
の
補
助
が
ü÷
％
、
残
り

ü÷
％
の
う
ち
の
ú÷
％
を
、
受
益
者

の
負
担
分
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

報
の
漏
洩
等
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

請
願

福
間
南
小
学
校
の
教
育
環
境
整
備

を
求
め
る
請
願

請
願
者

南
部

美
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
佐
藤

智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
古
川

隆
邦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
石
原

政
道
さ
ん

紹
介
議
員

山
本

祐
平　
　

主
な
質
疑
と
意
見

　
　
「
解
消
に
進
む
か
否
か
の
方
針

決
定
を
」と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
が「
解
消
に
進
ま
な

い
」と
い
う
判
断
を
す
る
リ
ス
ク
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
「
解
消
に
進
ま
な
い
」と
い
う

判
断
が
な
さ
れ
る
可
能
性
を
完
全

に
排
除
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

リ
ス
ク
の
想
定
が
甘
か
っ
た
。

　
　
　

福
間
南
小
の
教
育
環
境
整

備
の
必
要
性
は
賛
同
す
る
が
、
請

願
項
目
１「
過
大
規
模
校
の
解
消
に

進
む
か
否
か
の
方
針
決
定
を
今
年

度
中
に
行
う
こ
と
」と
い
う
文
言
は

「
解
消
に
進
ま
な
い
」選
択
肢
を
行

政
に
与
え
る
も
の
。
過
大
規
模
校

の
解
消
は
引
き
続
き
求
め
る
必
要

が
あ
り
、「
解
消
に
進
ま
な
い
」方

針
決
定
が
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
本
請
願

に
は
反
対
。

る
た
め
、
福
間
中
学
校
、
福
間
東

中
学
校
、
津
屋
崎
中
学
校
の
改
修

工
事
費
用

１
１
６
１
万
円

　
　

特
別
支
援
学
級
増
加
分
対
応

で
、
１
部
屋
を
間
仕
切
り
し
て
２

部
屋
に
す
る
と
い
う
が
、
教
室
の

広
さ
等
問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。

　
　

限
ら
れ
た
学
校
施
設
の
中
で

学
校
と
相
談
し
な
が
ら
、
交
流
の

し
や
す
さ
や
教
室
の
配
置
等
を
考

え
、
特
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

障
害
者
自
立
支
援
事
業
費

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
に
つ

い
て
、
給
付
対
象
者
数
の
増
加
等

に
よ
り
給
付
費
を
増
額
す
る
も
の

１
億
１
３
７
１
万
円

　
　

対
象
者
増
加
の
人
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、報
酬
単
価
ア
ッ

プ
は
当
初
予
算
策
定
時
に
見
込
め

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

増
加
数
は
ü÷
人
程
度
の
見
込

み
。
報
酬
単
価
は
一
斉
に
改
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
上

が
っ
て
く
る
た
め
、
当
初
予
算
策

定
時
に
見
込
む
こ
と
が
難
し
い
。

議
会
一
般
管
理
費

議
員
期
末
手
当
の
費
用

△
１
２
０
万
円

職
員
人
件
費

職
員
の
給
与
等
や
特
別
職（
市

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

˛߽Ӎඃ͔֐Βͷૣظ෮چΛ
ͷͧΉ

総
務
文
教

委員会

反
対

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

手
数
料
条
例
及
び
印
鑑
条
例
を
改

正
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る
条

例
を
改
正
。

主
な
質
疑

　
　

改
正
後
、
移
動
端
末
設
備
の

定
義
が
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
市

民
へ
の
影
響
は
。

　
　

移
動
端
末
の
定
義
は
変
わ
ら

ず
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

神
興
東
小
学
校
学
童
保
育
所
・
上

西
郷
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
を
指
定

株
式
会
社
テ
ノŋ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

主
な
質
疑

　
　

前
回
の
公
募
で
こ
の
業
者
か

ら
申
請
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
申

請
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
。

　
　

す
で
に
他
の
学
童
で
指
定
管

理
を
し
て
い
る
の
で
、
全
体
運
営

の
観
点
か
ら
、
事
業
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

【
指
定
の
期
間
】

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
øù
年
３
月
úø
日

自
転
車
等
駐
車
場
・
自
動
車
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
を
指
定

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
な
質
疑

　
　
稼
働
率
と
改
善
策
は
。

　
　

令
和
６
年
度
実
績
は
概
ね
１

０
０
％
超
だ
っ
た
が
、
さ
い
ご
う

口
第
３
号
自
転
車
等
駐
車
場
は
約

ú÷
％
。
視
認
し
に
く
い
場
所
な
の

で
看
板
で
の
誘
導
対
策
と
、
稼
働

率
向
上
の
た
め
の
協
議
を
行
う
。

【
指
定
の
期
間
】

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
øú
年
３
月
úø
日

農
地
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
を
制
定

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
に

つ
い
て
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
に

よ
り
復
旧
す
る
費
用
の
一
部
を
、

受
益
者
か
ら
徴
収
す
る
必
要
な
事

項
を
定
め
る
条
例
を
制
定
。

主
な
質
疑

　
　

分
担
金
の
割
合
で
あ
る
１
０

０
分
の
ú÷
の
設
定
根
拠
は
。

　
　

近
隣
の
分
担
金
徴
収
条
例
の

状
況
を
参
考
に
し
、
市
で
設
定
し

た
割
合
で
あ
る
。

請
願

在
自
土
石
流
危
険
区
域
の
被
害
軽

減
に
関
す
る
請
願

請
願
者

上
妻

正
志
さ
ん

紹
介
議
員

大
山

隆
之　
　

　
　
　
　
　
　

主
な
質
疑
と
意
見

　
　
請
願
項
目
４
の「
安
全
・
安
心

地
域
の
創
生
」と
は
何
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
か
。

　
　

請
願
項
目
１
か
ら
３
へ
の
対

応
が
難
し
い
場
合
、
何
ら
か
の
代

替
案
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

当
該
地
は
土
石
流
の
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
甚
大
な
被
害
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
た
め

賛
成
と
す
る
。

市
民
福
祉

委員会

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

建
設
環
境

委員会

賛
成

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

˛͍͞͝͏口ୈ̏߸ࣗసं౳றं৔

可  

決

可  

決

可  

決

可  

決

可  

決

採  

択

可  

決

可  

決

不
採
択

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ


